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会派等研究研修報告書 

 

令和８年３月 24 日 

 

  常滑市議会議長 様 

 

                     会 派 名  常翔会 

                     会派の代表者  加藤 久豊 

 

   会派等の研究研修について下記のとおり報告します。 

 

記 

 

１ 期 日  令和７年 11月 18日（火）～11月 19日（水） 

２ 研修名  11月 18日（火） 福岡県嘉麻市 

（１）廃校利活用について 

（２）小中一貫教育について 

（３）オンデマンドモビリティかまバスについて 

11月 19日（水） 福岡県福岡市 

（４）福岡空港を活かした地域活性化の取組について 

（５）2025年ＳＧチャレンジカップに向けた取組（ボートレース福岡） 

３ 参加者  加藤久豊（代表）、盛田克己、伊藤史郎、相羽助宣、稲葉民治、 

伊奈 利信（議長）、中村崇春（副議長）、坂本直幸、大川秀徳、 

齋田資、森下雅仁 

４ 行 程  別紙１のとおり 

５ 視察費  別紙２のとおり 
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別紙１ 

１ 行程 
  １日目：令和７年 11月 18日（火） 

時刻 場所 交通手段 

6:23 常滑駅発 
 名鉄空港線 

6:29 中部国際空港駅着 

8:00 中部国際空港発 
 ＳＦＪ運行ＡＮＡ3859便 

9:35 福岡空港着 

10:00 日本レンタカー福岡空港店発 
 レンタカー 

11:20 カホアルペ着 

11:30 
 足白農泊施設カホアルペ視察【廃校利活用について】 

12:30 

12:40 カホアルペ発 
 レンタカー 

13:20 嘉麻市立稲築東義務教育学校着 

13:30 
 嘉麻市立稲築東義務教育学校視察 【小中一貫教育について】 

15:00 

15:10 嘉麻市立稲築東義務教育学校発 
 レンタカー 

15:20 嘉麻市役所着 

15:30 
 嘉麻市役所視察 【オンデマンドモビリティかまバスについて】 

16:30 

16:40 嘉麻市役所発 
 レンタカー 

18:00 日本レンタカー博多駅新幹線東光橋店着 

18:15 日本レンタカー博多駅新幹線東光橋店発 
 徒歩 

18:25 ホテル着 

２日目：令和７年 11月 19日（水） 

時刻 場所 交通手段 

8:45 ホテル発 

 徒歩 

地下鉄 

9:06 博多駅 

9:09 天神南駅 

9:15 福岡市役所着 

9:30 
 福岡市役所視察 【福岡空港を活かした地域活性化の取組について】 

11:00 

11:20  福岡市役所発 

 徒歩 

バス 

11:42  天神高速バスターミナル前バス停 

11:46  那の津口バス停 

11:51  ボートレース福岡着 

12:00 
 ボートレース福岡【2025年ＳＧチャレンジカップに向けた取組について】 

17:30 

17:40  ボートレース福岡発 

 徒歩 

バス 

地下鉄 

17:53  那の津口バス停 

17:56  天神北バス停 

18:02  天神駅 

18:14  福岡空港駅 

20:35  福岡空港発 
 ＳＦＪ運行ＡＮＡ3868便 

21:50  中部国際空港着 

22:17  中部国際空港駅発 
 名鉄空港線 

22:20  常滑駅着 
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２ 視察報告 

○11月 18日（火） 福岡県嘉麻市 

（１）廃校利活用について 

【概要】 

140 年の歴史があった足白小学校が 2014 年３月で廃校になり、2020 年に足白農泊施

設カホアルペがオープンした（2023 年４月にリニューアルオープン）。宿泊定員 68 名、客室

は全 17 室で構成され、修学旅行（農泊）・合宿・宿泊研修・宿泊イベント等に最適である。会

議室・展示室には、無料 Wi-Fi、プロジェクター、Web 会議用カメラ・スピーカー・マイクのレ

ンタルも可能である。シェアキッチン農 FabLab は汎用的であり、食に関する様々な体験が

可能となり、食を通じたコミュニケーションが、世代や文化・国境を超えて生まれる。テストキッ

チンや料理教室、ワークショップ等で利用できる。食事提供に際しては、ウェルネス・バランス・

プログラム（WBP）をコンセプトに夕食や朝食を楽しめる。WBP は、心身ともに健康的な食生

活を送るために必要な情報と体験を提供するプログラムで、自然な形で健康を維持するため

に必要なもの・ことを提供する方法に基づいており、地元で取れた旬な野草、野菜、果物を積

極的に使い、自然の恵みを最大限に引き出すために、古代の智恵と最新の技術を融合した食

事が提供される。隣接する旧体育館を改修した「K-WALL」では、ボルダリングを楽しむこと

ができる。 

【所感】 

（加藤久豊） 廃校を利用して整備された民泊施設を訪れた。地元嘉麻市の農産物を最大限

利用して地元の美味しい野菜を提供していた。教室を宿泊施設にリニューアルしており、嘉麻

市が手掛けた施設であった。指定管理者の話によると現在は黒字経営とのことである。内装

は落ち着いた雰囲気でとても素晴らしいと感じた。こうした廃校の利用もあると参考になった。 

（盛田克己） 廃校利用としては、宿泊施設とオーガニックな食材を提供したレストランが併設

され、多くの訪れがあるとのことである。 

（伊藤史郎） 廃校の利活用について嘉麻市のカホアルペを視察した。この施設は約 140 年

の歴史がある足白小学校を市がリノベーションした宿泊施設で、現在、指定管理者が運営し

ていた。施設全体で学校の設えを活かし、教室は宿泊施設として利用し、吹き抜けのエントラ

ンスは食事会場となっていた。施設では様々な体験プログラムがあり、海外からの利用者も

多いとの話を受けた。農村地区であり、風光明媚な景色と落ち着いた空間で楽しめる施設で

あった。 

（相羽助宣） 廃校利活用して、カホアルペという宿泊施設を開業した。廃校の施設の改築は

行政が行った。教室を間仕切りして部屋にしたり、食堂・調理施設・宿泊者が使用できる炊事

施設等の新設を行い、運営は民間が行っている。スポーツ関係の合宿、外国の方も宿泊する

ということである。昼食を食堂でいただいたが、地産地消にこだわり野菜ばかりの手の込んだ

料理で大変に美味しくいただいた。大変に自然の多い地域で、宿泊施設が自然に地域に溶け

込んでいる素晴らしい施設と感じた。本市に取り入れるのは、地域性においてなかなか難しい

と考える。 

（稲葉民治） 公設民営で農泊事業を行っていた。 

（伊奈利信） 廃校を利用した農泊の事例として参考になった。体育館もボルダリング施設とし

て再利用され、民間との連携の事例として参考になった。食事は地元食材にこだわり、新鮮な
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素材を楽しめた。 

（中村崇春） 廃校を活用したレストランとホテルということで、雰囲気が古いと思っていたが、

かなり内装や設備をしっかりしていたので、良い雰囲気であった。廃校になることを見越して

建設した、ということでとても驚いたが、それを想定した整備をしたことは評価できる。また、食

事についてもアーユルヴェーダかつ地産地消の農産物を使用しており、特徴があることでリ

ピート客がついている。廃校と言われないと気付かないくらいの外観と雰囲気であった。 

（坂本直幸） 人口減少により、小学校校舎を廃校し校舎は宿泊と会議などができる農泊施設

（カホアルペ）として利活用。開設は嘉麻市、民間企業が行っている。施設は、宿泊定員６８名、

客室１７室で構成され食事の食材は取れたての旬な地元野菜、果物を使用している。廃校を

利用した取組は必要と考える。 

（大川秀徳） 改修をする段階で、将来の廃校利活用ができる建設がされていた。過疎に多い

自然豊かな地域である特色をいかした施設で、特に食事提供については、ウェルネス・バラン

ス・プログラム（WBP）をコンセプトに楽しめる。実際にランチをいただいたが、地元の農産物

をふんだんに取り入れた野菜中心であったが、ボリューミーで米や農産物の甘味が感じられ

る、老若男女が満足できるメニューであった。 

（齋田資） 廃校活用については、校舎自体は公民館程度の広さで、築年数も短く改修もされ

ており、宿泊型の研修もできる施設に変身していた。旧体育館においてはボルダリング施設と

なっており、市民のスポーツ振興に役立っている。また食事にも大変こだわっており、地産地

消としてメニューを作成し提供していた。指定管理者が努力しているのを感じた。 

（森下雅仁） 廃校利活用（カホアルペ）については、将来の廃校を見越し、他の用途に改修し

やすい校舎を建設した事が素晴らしい発想である。 

【常滑市への反映】 

（加藤久豊） 常滑市においても、南部地区や北部地区で人口減少が進み、いずれ学校再編

などの局面を迎えることが予想される。廃校になった小学校の利活用をどのようにしていくべ

きか考えさせられた。常滑市の実情にあった将来的な利活用方法について１つの参考になっ

た。今後の活動の中で生かしていきたい。 

（盛田克己） 廃校の活用については、遠からず検討することになると思う。人を呼び込む施設

としての活用も検討しておくべきではないかと考える。 

（伊藤史郎） 廃校の利活用については、常滑市においても、南北地区での人口減少が今後

の課題となる。具体的には常滑市では計画されていないが、今後、こうした議論を進めていく

うえでとても参考になった。活動に生かしたい。 

（相羽助宣） 廃校利活用については少子化により、本市においても今後でてくる案件である

と考える。 

（稲葉民治） 廃校利用農泊は常滑市ではできるのか？ 

（中村崇春） 本市では西浦南小学校をはじめ、生徒数の減少で将来の統廃合が大きな課題

であるが、廃校となってしまった学校の利活用としてカホアルペのような形態は十分ありと思

う。本市は現在年間 100 万泊の宿泊実績があり、更なる宿泊増加を目指すなら検討してもら



5 

 

いたい。 

（坂本直幸） 本市にあっても生徒数の減少により、廃校する学校（体育館を含む）が検討され

る場合には、廃校利活用について考える必要がある。 

（大川秀徳） 近い将来、常滑市でも廃校になる小学校を含む不要になる公共施設が出てくる

ことになる。取り壊せない場合、廃墟としておくのではなく、利活用の方法も模索できるように、

先進事例の取組など知見を広げていければと考える。 

（齋田資） 廃校した際の利活用については、地域の意見も聞きながら慎重に検討が必要と考

える。 

（森下雅仁） 本市においても近い将来、学校の統廃合は避けられない状況であり、今からで

も廃校が想定される校舎の利用については検討を進めるべきと思う。 

（２）小中一貫教育について 

【概要】 

嘉麻市では、少子・高齢化や過疎化が進行しており、教育内容や学習活動の量的・質的充

実や学校現場の課題の多様化・複雑化に加え、地域コミュニティの衰退に伴う、地域社会での

社会性育成機能の低下による学校への相対的期待の増加など、今後学校に対する地域から

の要求は益々増大していくことが想定される。しかし、小学校、中学校それぞれが個別対応し

ていくには、人的な限界が近づいており、小・中学校が相互に得意分野を補完し合いながら、

教育の質を高め、学校への期待・要求に対して一丸となって対応できる小学校と中学校が共

に義務教育の一環を形成する学校として、小中９年間の一貫した教育を目指した。「義務教育

学校」制度を活用して、稲築東義務教育学校（稲築東小と稲築東中が統合）など、稲築西、碓

井、嘉穂の各地域で小中学校を統合・再編した義務教育学校を 2023 年４月に開校した。こ

れにより、中 1 ギャップの解消や９年間の学びの連続性を重視し、子どもたちの成長を一体的

にサポートする体制が強化されていた。 

【所感】 

（加藤久豊） 嘉麻市に整備された小中一貫校を訪れた。新築の校舎では子どもたちの元気な

声が響き、義務教育学校として１年生から９年生まで 1 つの学び舎で学校生活を送っていた。

校舎のデザインや空間利用など目を見張るものばかりで正直驚いた。 

（盛田克己） 小中一貫教育として、一貫校ではなく、小中義務教育学校として運営されており、

一貫校との違いは、1人の校長、1つの教職員組織が置かれている点である。メリットとして教

員の交流がしやすく、施設の共用ができ、子どもたちの交流ができている。教育の質と量の充

実が求められ、小学校から中学校への進学時に起こるギャップの解消にもなっている。学習

意欲の向上が期待されるとのことである。 

（伊藤史郎） 嘉麻市立稲築東義務教育学校も視察した。この学校は嘉麻市が３校同時に開

校した施設の 1 つで、総事業費予算額 41 億円の新築校舎である。担当者の話によると、嘉

麻市は過去、炭鉱地域として栄えていたが、閉山後は人口減少と少子化により児童生徒数が

大きく減少した。このような背景の中で義務教育学校を計画した。義務教育期間９年間は全

学年同じ校舎で学び、共に助け合う人づくりを念頭に置いた学校であった。特に学校の中心

部には、吹き抜けの空間に図書が並び、感銘を受けた。 
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（相羽助宣） 小中一貫教育については、平成３０年に嘉麻市小中一体型校施設整備基本計

画を作成し、令和元年には基本計画を策定して、令和５年に義務教育学校が開校した。校長

は１名で小学１年時に入学式を行い、中学３年時に卒業式を行っている。中学生の先生が小

学生をみたり、義務教育９年を一貫して教育できる素晴らしいシステムであると考える。 

（稲葉民治） 「小中一貫教育」は一体型校施設基本整備方針を策定し、基本コンセプトに「質

の高い教育を実現する学校」を定め、その中で目を引いたのは「学力向上」「不登校解消」で

あった。不登校は少なくなり、学力の向上は理系の方面に向上していた。小中一貫教育は参

考になった。 

（伊奈利信） １年生から９年生までの「義務教育学校」の事例として参考になった。小中学校

の統合に向け、理解を得るためには説明会をしっかり行うことの必要性を感じた。 

（中村崇春） 小中一貫校ではなく、あえて小学校と中学校の垣根をなくし、一貫した教育を

行っていることは学力向上にもつながっており、効果があることが分かった。生徒同士のつな

がりも深くなるため、世代間交流も見受けられる。また、学校内の配置や設備も特徴があり、

保護者の評価は高いのではないかと思う。卒業生の進路がとても気になるところである。 

（坂本直幸） 小中一貫教育 炭鉱の閉山により、人口が激減し生徒数が減少したことにより、

小中一貫教育とし、１人の校長、１つの教職員組織、修業年限９年である義務教育学校（稲築

東義務教育学校）へ移行したもので、人口減少が進み生徒数が減少していく地域には、理想

の学校のあり方と思われる。 

（大川秀徳） 少子・高齢化や過疎化の進行で、教育内容や学習活動の多様化・複雑化に加え、

地域コミュニティの衰退に伴い、今後学校に対する地域からの要求は益々増大していく中、小

学校、中学校それぞれが個別対応するマンパワーには限界が近づいており、小・中学校が相

互に得意分野を補いながら、教育の質を高め、学校への期待・要求に対して一丸となって対

応できる小学校と中学校が共に義務教育の一環を形成する学校として、小中９年間の一貫し

た教育を目指し、「義務教育学校」制度を活用して、稲築東義務教育学校（稲築東小と稲築東

中が統合）など、稲築西、碓井、嘉穂の各地域で小中学校を統合・再編した義務教育学校を

2023年４月に開校された。 

（齋田資） 小中一貫教育については、旧中学の中に校舎を新築したものであり、各所が斬新

なデザインになっており驚いた。内容面では小学校でいう卒業式がなく１年生から９年生とい

う学年制を採用し、上級生が下級生の勉強を教えることなど新しい考え方で取り組まれてい

た。 

（森下雅仁） 小中一貫教育については、嘉麻市は義務教育学校として９年間を通した教育を

実施しており、一貫性のある教育につながっていると感じた。 

【常滑市への反映】 

（加藤久豊） 嘉麻市では、小中一貫校であるが、義務教育学校として１年生から９年生まで学

んでいた。校長先生も１人であることや時には９年生が１年生を教えたりすることもあるとのこ

とである。この取組は賛否あると思うがとても素晴らしい考え方としてとても参考になった。常

滑市においても今後の義務教育のあり方を議論していく上で参考になる指針である。活動に

取り入れていきたい。 
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（盛田克己） 少子化で生徒の減少、地域コミュニティの希薄化、核家族化の進行など、今後

統廃合が検討されているが、子どものためには、義務教育一貫校とすべきと思う。既存の校舎

が使えるし、教職員のためにもなると思う。 

（伊藤史郎） 義務教育学校については施設のすばらしさを強く感じた。校長先生のお話では、

小中一貫校・義務教育学校の一長一短はあるものの、子どもたちがのびのび学ぶ姿にやりが

いを感じるようであった。常滑市の今後の教育行政を考えるうえで参考にしたい。 

（相羽助宣） 小中学校再編についても、検討していくべきと考える。 

（中村崇春） 本市では生徒数の比較的多い鬼崎地区と常滑地区ではこれまで通りで良いと

思うが、青海地区や南陵地区では生徒数の減少対策として義務教育学校導入の検討は必要

と思う。義務教育学校の評価が上がれば、その地区の人口増加の可能性もある。また、学力

向上に寄与すると考えられるので、市外からの転入者も期待できる。以上のことから、検討に

値する内容である。 

カホアルペ、義務教育学校の双方から思うことは、あらゆる可能性を配慮して検討し、学校

施設や教育環境の改善を図るべきということであり、本市への提言としたい。 

（坂本直幸） 生徒数が減少にともない、小中学校の統合を余儀なくされた時には義務教育学

校も１つの方法である。 

（大川秀徳） 小学校６年・中学校３年の学びを続けられるのがベストなのか、小中一貫校や義

務教育学校など様々な学び方が出てきている。嘉麻市を含め、義務教育学校もあり、小中一

貫校もある市町村もあるので、常滑市も南北・中央の地域の差・特徴にあった学び方も検討

してはどうかと考える。 

（齋田資） 常滑市においては、青海地区と南陵地区において人口減少が進んできており、小

学校の統廃合が検討されていることから、中学校も含めた一貫校としての考え方も取り入れ

るべきと考える。新たな教育体制により、その地区に定住したくなるようなことになってほしい

と考える。 

（森下雅仁） また、小中一貫教育については、今回視察した嘉麻市の義務教育学校は好印

象を受けた。特に、９年間を通して一貫性のある教育を実施できることに大きなメリットがあり、

本市は義務教育学校を検討するべきであると感じた。 

（３）オンデマンドモビリティかまバスについて 

【概要】 

１回の運行で複数人を乗せるバスの要素と、利用者の要望に応じた場所で乗降車すること

ができるタクシーの要素を持ち合わせた予約制乗合バスである。各旧市町単位（山田地区・

稲築地区・碓井地区・嘉穂地区）を運行範囲とし、路線バスなどが走っていない市内の隅々ま

で運行が可能であるが、旧市町単位をまたいで利用する場合は、乗継が必要である。旧市町

の境には乗り継ぎポイントが２～３か所配置され、嘉麻市の中心にある総合バスステーション

には全地区から乗り入れがあり、市の隅々まで行ける工夫がされていた。 

【所感】 

（加藤久豊） 嘉麻市のオンデマンド交通を学んだ。嘉麻市では、交通空白地を少なくすること
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を目的とし、オンデマンドモビリティの活用により、地域に特化した取組を実施していた。利用

者はアプリを使用すると割引になることから、アプリ利用も増加しているとのことである。定期

券も長期購入は金額面で優遇されており、市民に優しい施策と感じた。 

（伊藤史郎） オンデマンドモビリティかまバスはバスステーションを中心に交通空白地をなく

すことを目標に取り組んでいた。合併による市域の拡大、交通弱者対策など市民の声を拾い

ながら運営されていた。高齢者や学生など利用者が使いやすい仕組みが随所に見られた。 

（相羽助宣） オンデマンドモビリティバスかまバスについては、令和２年度から運行を開始し

て、幹線路線運行・デマンド運行・定時定路線型運行の３運行にて行っている。幹線は市外４

００円・市内２００円、枝線２００円、デマンド３００円である。３運行のバスを乗り継ぎやすくする

ために９箇所のバスステーションを開設して利便性の向上に努めている。 

（稲葉民治） 「オンデマンドモビリティ」は江戸時代から昭和４０年代にかけて筑豊炭田と呼ば

れる産炭地として栄え、最盛期には１１万人であったが、昭和４０年代に閉山となり新たな産業

の誘致に取り組んだが、企業誘致に至らず、農業中心になった。公共交通機関は閉山後人口

減少に伴い、JR 線、民間バス路線の廃線や減便になり、平成 15 年頃から代替案として各市

町が公共交通事業を行っていた。 

（伊奈利信） 市内の各線が１か所に集まる（拠点施設）路線網は乗り継ぎなど分かりやすく良

い。回数券、定期券が充実している。 

（中村崇春） 市域が本市の倍以上ある嘉麻市であるが、年間の運営費１億３,６００万円弱と

いうのは、大変驚きである。本市の運営費とは比べられない程安価であり、理由を解明したい

ほどである。また、１時間前までの予約制であり、アプリで予約できるがほとんどが電話予約で

あることは今後の大きな課題と言える。回数券や定期券を導入していることは利用者確保に

大いに寄与していると思われる。本市でもしっかりと検討すべき課題と思う。 

（坂本直幸） オンデマンドモビリティかまバス 交通空白地対策として、オンデマンド交通を運

営しているが、かまバスの運営の特徴は拠点地区を設けて、違う路線のバスが拠点であるバ

ス停留所を利用することにより利便性に優れている。また、拠点の場所には他の交通機関も

バス停を利用している。 

（大川秀徳） 複数人を乗せるバスの要素と、個人の要望に応じた場所で乗り降りできるタク

シーの要素を持ち合わせた予約制乗合バスである。嘉麻市の特徴は、各旧市町単位（山田地

区・稲築地区・碓井地区・嘉穂地区）を運行範囲とし、路線バスなどが走っていない市内の

隅々まで運行が可能で、旧市町単位をまたいで利用する場合は、乗継が必要である。旧市町

の境には乗り継ぎポイントが２～３か所配置され、嘉麻市の中心にある総合バスステーション

には全地区から乗り入れがあり、市の隅々まで行ける工夫がされていた。 

（齋田資） オンデマンドモビリティかまバスについては、市の地形を活かして、各路線が交差

する場所に待合施設を設置してあり、乗り換えが明確になっていた。 

（森下雅仁） オンデマンドモビリティについては、どの自治体も苦慮しているところであり、嘉

麻市の実施している総合バスステーションは参考になった。 

【常滑市への反映】 

（加藤久豊） 常滑市では現在公共交通について議論が進められている。常滑市の計画は有
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料化を含め概ね固まりつつあるが、定期券の購入に対するお得感がないため、こうした長期

購入者や学生に対する配慮が大切である。スタート時の導入は厳しいかもしれないが、見直

し時期もあることから、こうした取組を訴えていきたい。 

（伊藤史郎） 嘉麻市のオンデマンド交通は、現在常滑市でも議論が進んでいるが、１つの考

え方として利用者が如何に便利に活用できるか考えさせられた。アプリの活用など常滑市で

も大いに取り入れていくべきであると感じた。提案に努めたい。 

（相羽助宣） コミュニティバスについては、運行しながら市民の意見を取り入れつつ改善して

いくべきと考える。 

（伊奈利信） 利用者の利便性、負担減のためにも回数券や定期券の導入を検討されたい。

特に定期的、また頻繁に利用する学生、高齢者を対象とする。運行委託費は今一度積算し見

直すべきである。 

（中村崇春） デマンド交通を予定している本市にとって、嘉麻市の取組は大変参考になる内

容であった。特に、回数券や定期券の導入はしっかりと参考にすべき課題である。運転手の大

きな負担になってはいけないが、回数券や定期券は利用者の利便性につながり、乗客の確保

につながる。是非とも導入に向け調査研究してほしい。現在の方向性で確定ではないので、

柔軟性を持ってデマンド交通を開始してほしい。 

（坂本直幸） オンデマンド交通運行にあたっては、拠点地区（バス停）を設けることにより利便

性が良くなる。 

（大川秀徳） オンデマンド運行型バスはオンライン予約割引・定時定路線便は長期購入や年

齢での割引があったので、常滑市でも割引を、特に高校生の割引を検討してもらいたい。 

（齋田資） オンデマンドモビリティについては、常滑市は南北に長く、また乗客利用数の問題

もあり、全市的にバスを走らせることは不可能であるが、今後とも柔軟に検討する体制が必

要である。 

（森下雅仁） オンデマンドモビリティについては、各自治体が模索中であり、嘉麻市の取組も

参考として、市民にとってより良い方策の検討を進めることを望む。本市はまだ人口減少が進

んでいないため、義務教育や公共交通に対する危機感が不足していると感じており、これら

の課題に対して速やかに行動に移すべきである。 
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○11月 19日（水） 福岡県福岡市 

（４）福岡空港を活かした地域活性化の取組について 

【概要】 

国内でも珍しい、都市中心部からの距離・移動時間の短さが国内空港で第一位の、

アクセスが強み。福岡市営地下鉄 空港線「福岡空港駅」直結（国内線ターミナル側）

→ 博多駅まで約５分、天神まで約 11分と非常に便利。 

国内線ターミナル：便数が多く、利用者も多い中心施設 

国際線ターミナル：海外路線を担当（国内線とは少し離れており、連絡バスで移動） 

路線の特徴 

国内線：東京（羽田）・大阪（伊丹/関空）・札幌・沖縄など主要都市へ多く運航 

国際線：アジア方面（韓国・台湾・中国・香港など）中心に運航が多い 

福岡空港から、①大阪とソウル ②東京と上海 ③札幌と北京は、ほぼ等距離 

福岡市と福岡空港は連携の関係ではあるが、特に地域活性化の分野での連携で特段

の策はなく、逆に、市街地に位置し極めて優れたアクセス利便性が反比例し、市街地

あるが故、航空機騒音による周辺対策が必須になっていた。 

【所感】 

（加藤久豊） 福岡空港は、市街地に近いことから、空港周辺のまちづくりの支援や

騒音対策に多くの投資を行っている。また、空港の運営は民間委託しており、施設の

整備やサービスの充実など柔軟性のある対応ができていると感じた。 

（盛田克己） 1 本の滑走路を２本として 24 時間運用できる空港となったが、市街地

空港にて運用は 21 時までとなっている。空港の運営は民間に売却、福岡県は 10％の株

主。空港のアクセスは都市中心部から短時間でアクセスできる空港として国際線 912

便・週、国内線 388 便・日と全国の第４位である。中国、台湾から近くて多くの観光

客がある。立地上騒音等の環境対策の必要性、民間運営にて機動的な運営ができるよ

うに感じる。 

（伊藤史郎） 福岡空港を活かした地域活性化の取組について福岡市を視察した。福

岡空港は２本目の滑走路の供用開始され、海外からの旅客増加や全国から福岡を目的

に訪れる観光客、あるいはビジネス客も多く、発着回数、旅客数とも全国屈指の空港

である。市の担当者によると、空港を活かしたまちづくりを直接的に推進していない

ようであったが、市と空港会社とも定期的に活性化について協議を進めているとのこ

とである。特に福岡空港は内陸部に位置し、中心地へのアクセスの良さは全国屈指で

あるとの説明を受けた。空港ペイは空港会社の独自施策であり直接福岡市が関わって

いないようであるが、参考になる事例と感じた。 

（相羽助宣） 福岡空港は、博多駅から地下鉄で５分、天神から 11 分、日本で１番移

動時間の短い空港である。国内主要空港の発着回数は４位である。ちなみに中部国際

空港は８位である。現在の中国問題においても、あまり影響はないということである。

韓国の比重が高いということである。空港自体が地域に溶け込んでいて空港の街その

ものと感じた。一番の課題は空港貨物施設・貨物量が今後の課題であると言われた。

中部の施設をうらやましいと言われた。 
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（稲葉民治） 福岡空港は元々国が運営し、平成 30 年７月福岡国際空港株式会社が運

営を開始、平成 30 年８月 29 日に福岡市はパートナーシップ協定を締結した。協定の

主な事項は以下のとおりである。 

・福岡空港及び空港周辺地域の活性化を目的とした情報提供及び意見交換 

・地域共生や空港の利用促進、利用者利便の向上などに関する積極的な協力・連携 

・福岡市は地域の意向の反映を図る協議の場を設置し、運営会社はこれに参加するこ 

 と 

因みに、福岡国際空港株式会社に福岡市は出資していない。福岡県は 10％出資をし

ていた。 

（伊奈利信） 中心市街地に近くアクセスは良いものの、騒音問題や離発着の時間制

限、建造物の高さ制限など課題もある。国内はもちろん海外（韓国が多い）からの旅

客便が多いが貨物便が少ない。 

（中村崇春） 福岡空港はコロナの減収減益からの回復も果たしており、令和５年令

和６年と乗降客数で過去最高を記録している。中国ではなく、韓国からの観光客が多

いことが福岡空港の特徴であった。騒音については環境基準を満たしていないことが

福岡空港の大きな課題であるが、多くの対策を実施している。本市では大きな騒音問

題はなく、有り難い状況ではある。また、高さ制限の規制を緩めるよう働きかけ、結

果を得たことは大いに評価できる。ただ、運営会社が昨年まで赤字であり、債務超過

になっていることは衝撃であった。 

（坂本直幸） 福岡空港の特色は、世界屈指のアクセスの良さで地下鉄博多駅から５

分、国際線は、東は広島、南は鹿児島からも利用の多い空港であり、福岡空港から利

用できるバス路線は、県内はもとより佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県と幅

広く、アジアとの近接性もあり観光客が利用しやすく乗降客数は、令和６年度過去最

高を記録している。福岡空港は市街地に立地していることから、空港周辺の環境対策

として騒音法に基づく空港周辺環境対策事業が行われている。空港は民間の資金及び

経営能力の活性による一体的かつ機動的な空港運営により、空港・周辺地域の活性化

を推進し、内外の交流人口拡大等による地域活性化、地域振興・発展を図る民間委託

で運営されている。 

（大川秀徳） 視察でも九州の視察が多く、福岡空港を活用することが多かったので、

福岡空港の賑わいをとても感じて、福岡市との連携が功を奏したのかと期待していた

が、特に地域活性化の分野での連携で特段の策はなく、逆に、市街地に位置し極めて

優れたアクセス利便性が反比例し、市街地あるが故、航空機騒音による周辺対策が必

須になっていた。 

（齋田資） 歴史のある福岡空港は発着数も多く、立地的にもインバウンドを取り込

みやすい位置にあり、大都市であるが都市部から空港までのアクセスが非常によく、

観光や経済等の全産業に良い影響を与えていると感じた。 

（森下雅仁） 福岡空港は、市街地に近いことから、空港周辺のまちづくりの支援や

騒音対策に多くの投資を行っている。また、空港の運営は民間委託しており、施設の

整備やサービスの充実など柔軟性のある対応ができていると感じた。 
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【市への反映】 

（加藤久豊） 福岡空港を活かした地域活性化の取組について、常滑市は中部国際空

港開港 20 年を迎える。まさにこれから常滑市では空港とともに発展する常滑市を目指

していかなければならない。その中で、福岡市では航空法に基づく高さ制限の緩和を

進めるなど、福岡市内の再開発を進めていた。時には、規制緩和が街づくりに必要で

あるため、先進事例も参考に空港を活かした常滑市の街づくりを引き続き進めていき

たい。 

（盛田克己） 中部国際空港は東京圏、関西圏と比較的近いので便数を増やすには難

題があるが、便のない北米路線の運用を要す。空港とともに栄える街づくりとして、

条例の制定をめざしており、空港関連企業や、愛知県や東海地域経済連などとの連携

を密にして、空港の街としての認識を高めることを要す。 

（伊藤史郎） 常滑市は中部国際空港を有し、今後の空港を活かしたまちづくりがと

ても重要になる。福岡空港と成り立ちは違うものの、市域への誘客はとても参考に

なった。常滑市おいては現在、空港条例が検討されている。空港とともにどうしたら

常滑市も発展するのか、福岡市の取組や連携のあり方など模索していきたい。 

（相羽助宣） 施設的には中部は旅客・貨物にとって良い施設ということである。便

数等は空港会社にかかっているが、市としては飛行機の利用を増やす方策を考えるべ

きではないか。また、海上空港であるということで市街地との一体感がないのではな

いか、今後の課題と考える。 

（稲葉民治） 常滑市においても、出資の有無にかかわらず、中部国際空港と市・地

域が継続的に協議・連携する仕組みを整え、空港を核とした周辺地域の活性化を進め

ることが重要である。 

（伊奈利信） 空港から近いという利点を生かし、現在は集客につながる施策に取り

組んでいるが、今ある地域資源を更に生かし、そして新たな地域資源を生み、魅力を

高めていってほしい。新たに制定する条例をもとにした今後のまちづくりに期待する。 

（中村崇春） 質疑の中で、中部国際空港の魅力の１つに国際貨物便の多さがあった。

名古屋商工会議所も地元企業が中部国際空港の貨物便を利用するようプレゼンがあっ

たとのことであった。旅客便だけでなく、貨物便の可能性を示唆してくれたことは有

意義であった。是非とも貨物便を増便し、増収につながるよう官民一体となって進め

てほしい。また、中部国際空港はまだ乗降客数が回復しておらず、立地条件など様々

な条件を検討して福岡空港の V字回復を解決の参考にしてもらいたい。 

（坂本直幸） 空港利用者が満足して楽しめる魅力ある街づくりに取り組む。また、

空港に関連した事業所の誘致（空港貨物関係）。観光対策として近隣自治体との協力

の必要がある。 

（大川秀徳） 常滑市の成長エンジンでもある中部国際空港とのさらなる連携をは

かってもらいたい。福岡空港ペイのような、プレミアム分がつく電子マネーや地域通

貨など、セントレアでの物販や飲食の消費額を上げられるような取組があれば、積極

的に検討してもらいたい。 
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（齋田資） 常滑市においても空港の後背地として、旅行者が寄ってみたい街になる

ことが必要である。今すぐにはできないが、今ある資源だけでなく、人を引き付ける

ことができる市として取組をスタートさせ、将来につなげていくことが地域活性化に

は必要である。 

（森下雅仁） 福岡空港から地下鉄で博多に５分で行けるほか、九州各地へのバス路

線も充実しており、周辺地域への利便性の高さが利用客増加の一因である。中部国際

空港も観光地と連携した定期バスの運行に尽力してほしい。また、市は空港と市街地

を結ぶバスの増便を実施するべきである。 

 

○11月 19日（水） ボートレース福岡 

（５）2025年 SGチャレンジカップに向けた取組について 

【概要】 

福岡県福岡市中央区にある公営競技（競艇）のレース場で、那珂川河口付近の水面を使っ

て開催される。地元では「福岡ボート」とも呼ばれる。 

所在地：福岡県福岡市中央区那の津（那の津エリア） 

開催日程：2025年 11月 25日（火）〜11月 30日（日） 

同時開催：GⅡ 第 12回レディースチャレンジカップ 

出場予定選手（例）として、池田浩二／茅原悠紀／桐生順平／馬場貴也／西山貴浩などが

挙がっている。 

○イベント（ファンサービス系） 

福岡市の資料によると、会期中に 

・佐野岳 トークステージ 

・飯尾和樹（BOAT RACE CMキャラクター）トークステージ 

・アスレチック系イベント企画（モバイルコース等）などがある。 

○今後の事業 

ボートレース福岡パーク化事業は、福岡市が「ボートレース福岡（那の津）」の敷地・施設を

有効活用し、「地域に開かれた魅力的な」公園のような施設（パーク化）として整備・運営して

いく事業である。 

事業の目的（福岡市の説明） 

① 開設 70周年を迎えたボートレース福岡を、今後も市民に親しまれる施設にする。 

② 施設の有効活用＋市民が楽しめる場を増やす。 

③ 新規顧客の獲得につなげる（にぎわい創出）。 

・国内最大級の屋内型スケートボードパーク（全天候型の屋内施設） 

・イベント広場（天然芝の広場・遊具等のスポーツ設備の設置） 

【所感】 

（加藤久豊） 次年度、ボートレースとこなめでは、2026 年ＳＧチャレンジカップ開催が決定し

た。2025 年にはボートレース福岡で同レースが開催されることからチャレンジカップへの

ボートレース福岡の取組を参考にするため訪問した。各種取組について大いに参考になった。 

（盛田克己） ボートレース福岡は賑わい創出に向け、福岡市がボート施設にパーク化を進め

ている。70 周年を迎えたボートレース福岡を市民に親しまれ、人を呼び込むために、スケート
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ボード、遊具などのスポーツ設備を施設、フアン獲得、売上増に向けの取組を行っていた。 

（伊藤史郎） ボートレース福岡では久しぶりのＳＧ開催となり、事業局では準備を進めていた。

ＳＧはボートレースの中でも大きな売り上げが望めることから、ＳＧに向けたボートレース福岡

の取組は大いに参考になった。 

（相羽助宣） 大都市福岡県の競艇場であるので、事業局職員も余裕ある態度に見受けられ

た。ＳＧ競走でも他場に営業はかけないということである。ボートレースとこなめとはすごく違

いが見受けられた。 

（伊奈利信） 売上げ向上策としては、開催 PR や期間中の場内イベントの充実はもちろんで

あったが、ネット投票も重要視していた。場外施設（パーク化）の完成は実に楽しみである。 

（中村崇春） ＳＧ間近であり、ボートレース場全体で宣伝に力を入れていた。また、ボートレー

スパーク化事業で大規模大会が開催可能なスケートボードパークが建設中であり、完成後の

賑わいが楽しみである。 

（坂本直幸） チャレンジカップ開催が迫っていることから、職員は来場者確保及び売上向上

のため、宣伝活動に力を入れていた。24 場の来場者は減少傾向にあり、ボートレース福岡で

も減少している。 

（大川秀徳） 賞金王グランプリ前のＳＧレースなので、来場されるたくさんのファンを楽しませ

るための、佐野岳さん、BOAT RACE CM キャラクターの飯尾和樹さんトークステージやア

スレチック系イベント企画（モバイルコース等）を企画されていた。 

（齋田資） ボートレース福岡は大都市である福岡市中心部から近距離にあり、公共交通が近

隣にはないが不便さを感じない場所にあり、パーク化事業として現在スケートボードパークを

建設している。現在では、電話投票が多く来場者はどのレース場も少なくなってきており、

ボートレースに特化した施設だけでなく、人のにぎわいをつくり、人が集まる場所になることを

目的としていると感じた。 

（森下雅仁） ボートレース福岡はこれまでのＳＧレースの開催数が３位で定期的に開催してお

り、知名度向上につながっていると感じた。 

【市への反映】 

（加藤久豊） ボートレース福岡での取組を参考に、2026 年ボートレースとこなめのチャレン

ジカップに向けた PR について提案に努めていきたい。また、同施設では市民に愛される施設

として、スケートボードパークの整備が進められていた。ボートレース福岡周辺の活性化につ

ながる整備計画も学ぶことができた。ボートレースとこなめのパーク化の参考になった。これら

の施設整備も参考にボートレースとこなめのパーク化にアイデアを出していきたい。 

（盛田克己） 市民、ファンに親しまれ、訪れて見たい施設として、他場を参考に良き施策は参

考に取り組んでいくべき。また、従事員はファンとの接触者であり、受け入れる姿勢も大事で

あり、他場の視察など計画して親しみあるレース場を期待したい。 

（伊藤史郎） ボートレース福岡で学んだことをより良い形でボートレースとこなめに反映でき

るよう取り組んでいく。また、開催前に訪れたことから場内でのＰＲでは、盛り上げに向けた設

えが整っていた。こうしたことも大切であることから、ボートレースとこなめでも視覚に訴えるＰ
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Ｒで、徐々にＳＧに向けたファンへの醸成も図るべきと感じた。会議等で提案に努めたい。 

（相羽助宣） 福岡駅から車で１０分ぐらいで行ける利便性の良い競艇場である。本市とは人

口も違うので経営方針は多少違うところが見受けられた。しかし、売上げはすごく良い。本場

も日々売上げ向上のためにアンテナを広げ営業していくべきと考える。 

（稲葉民治） 福岡市と本市は比べようが無いと思ったが、常滑市にあった「地域に開かれた

魅力的な」ボートパーク化はできると思う。 

（伊奈利信） ボートレースとこなめもネット配信に注力しており、ネット投票による売上げ増に

成果が出てきていると見受けられる。さらに購買意欲を増すような企画（キャッシュバックや地

元特産品プレゼントなど）を充実されたい。また、地元常滑の業界トップクラスの選手ら、また

女子選手らをうまく生かした企画も良いと思う。 

（中村崇春） 明確な目的を持った宣伝やパーク化は、今後のボートレース常滑でも大いに参

考になる。地域の声、全国的な流れを敏感に察知し、継続的な発展を大いに期待する。 

（坂本直幸） 来場者数（新規来場者）の増加及び売上向上の宣伝活動は、明確な目標を持っ

て行い継続的な発展を期待する。 

（大川秀徳） ファンを取り込むための企画を引き続き行っていただきたい。また、Mooovi や

グルーンの質の向上と施設の充実（拡大）についても、検討を進めてほしい。 

（齋田資） ボートレース常滑においてもグルーン等の施設整備を実施しており、若い世代の

獲得に力を入れているが、今後はマンネリ化にならないようにイベント等の開催が重要なポイ

ントとなってくると思う。 

（森下雅仁） ボートレース常滑の売上を向上させるには、知名度のアップが必要であり、SG

レースの誘致が一番効果的であると思うため、誘致に力を入れて取り組んでほしい。 
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別紙２ 

 

３ 視察費 

 

 単価 数量 合計 備考 

交通費（往復航空券）  
11 491,200 

中部国際空港-福岡空港 

宿泊代  アパホテル博多駅筑紫口 

交通費（レンタカー） 10,010 2 20,020 福岡空港からホテルまでの全区間 

交通費（有料道路） 560 2 1,120  

交通費（ガソリン） 187.03 19.21 3,593  

交通費（地下鉄） 

      (バス) 
770 11 8,470 

博多駅-天神南駅（地下鉄） 
天神高速バスターミナル前-那の津口

（バス） 

那の津口-天神北（バス） 

天神駅-福岡空港駅（地下鉄） 

交通費（名鉄） 410 

330 

４ 

７ 
7,900 

中部国際空港駅-自宅最寄り駅 

@410×４名、＠330×７名 

手土産代 370 

50 

15 

5 
5,850 トイレの最中＠370、紙袋＠50 

合計   538,153  

 


